



























































































































































































































































































教育局「学習の機会に於ける個性観察法」 『職業指導』 1930年9月、 29-30頁。
(17)しかしながら、それらが尋常小・高等小のみを対象にした資料であったことは、後で述べる
ような実業補習学校の実態とかかわって注目すべきことである。
(18)水野常吉「社会教育局の出現と職業指導」 『戦業指導』 1930年3月、 9頁。
(19)松本喜一「都市実業補習教育の振興上解決すべき諸問題」 『補習教育』 60、1928年2月。







う細谷俊夫の指摘は重要てある C 国立教育研究所『日本近代教育百年史』第十巻、 1974年、 17
頁。
(23)「公民科」設置の2校は、東京府立実科工業学校併設工業補習学校と蔵前工業専修学校。し
かも後者は、初等部、中等部ては「修身及公民科」であった。前褐『東京市の実菓補習敦育』
を参照した。
(24)城戸幡太郎「職業教育とl熾業指導」 『I懺業指導』 1933年12月。
(25)坂口謙一「新制中学校職業科と社会科の連絡ー戦後教育改革における『職業生活に関する教
育』構想の展開過程」 『名古屋大学教育学部紀要』 37、1990年。
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